
令和元年度（第12回）国土交通大臣賞「循環のみち下水道賞」

ＰＲポイント
・離島を含めた県内21市町村と協力して開催することで、一部地域に限らず、
県全体の広報イベントとなり、広く下水道をPRすることができた。

・スタンプラリーで興味を持った参加者が同じく実施した浄化センター見学会や
大型商業施設におけるイベントに参加するなど、参加者が増えるきっかけとな
り、３つイベントを開催することで相乗効果をもたらした。

応募事例名

応募団体名）沖縄県

ホンモノのマンホールが当たる!？
沖縄県下水道マンホールスタンプラリー2018

広報・教育部門

応募事例の概要

沖縄県は、身近なマンホールから下水道へ興味を持ってもらうため、県内21市町村と協
力し、8月1日から8月31日まで、マンホールスタンプラリーを開催した。県内各地にデザイ

ンマンホールのスタンプを設置し、集めたスタンプの数に応じて、オリジナルグッズをプレ
ゼントした。
飛行機や船でしか行けない離島が3カ所あるにも関わらず、スタンプ15個以上を集めた

参加者が156名、全22個のスタンプを集めた参加者が10名おり、たくさんの人が参加した。

参加者からは、「一緒にパンフレットをもらい、下水道について知る機会になった」や「ス
タンプと同じマンホールを実際に探したり楽しめました」などの声が上がり、スタンプラリー
をきっかけに、マンホールや下水道に興味を持ってもらうことができた。
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